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名鉄広見線

ヒトツバタゴ

コブシ

クロガネモチ

ハナミズキ

西可児駅

6広報かに 2009.5.17 広報かに 2009.5.1

　

春
う
ら
ら
か
な
こ
の
季
節
、西
可
児
の
駅
前
辺
り
で
は
、

コ
ブ
シ
や
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
と
い
っ
た
樹
木
の
花
が
通
り
ご

と
に
楽
し
め
ま
す
。

  

こ
れ
ら
の
樹
木
は
今
か
ら
15
年
ほ
ど
前
、
西
可
児
土
地

区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
た
際
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
樹

木
は
通
り
の
雰
囲
気
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た

機
種
が
選
定
さ
れ
た
よ
う
で
す
。　
　

　

4
月
に
は
若
葉
台
と
長
坂
を
結
ぶ
街
路
に
、
60
本
ほ
ど

の
コ
ブ
シ
が
白
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
5
月
初
旬
に
は
西

可
児
駅
か
ら
南
に
延
び
る
通
り
に
、
40
本
ほ
ど
の
ヒ
ト
ツ

バ
タ
ゴ
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
他
に
も
西
可
児
大
橋
か
ら
南

に
向
か
う
南
部
丘
陵
線
に
は
、
白
や
薄
い
ピ
ン
ク
の
花
を

咲
か
す
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
神
明
神
社
へ
の
参
拝
道
で
あ
る
中

切
線
に
は
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
と
い
っ
た
樹
木
が
並
木
を
つ

く
り
ま
す
。

　

10
年
後
、
20
年
年
後
と
樹
木
の
成
長
に
街
が
一
体
と
な

り
、
ま
さ
に
語
り
継
が
れ
る
街
の
姿
が
浮
か
び
ま
す
。

西可児の街を彩る散歩道社会福祉に…
●可児市赤十字奉仕団下恵土分団　●
ユニー（株）ピアゴ可児店　●今渡公民
館まつり実行委員会　●ぎふしん愛の預
金会　●多治見友の会　●蘇羅

環境事業のために…
●ユニー（株）ピアゴ可児店

外国人子どもの就学支援基金に…
●大王製紙（株）　●（有）カジコーポ
レーション　●可児市商工・観光・サービ
ス祭り実行委員会　●可児商工会議所
21世紀クラブ資源循環型木質製品開発
の会　●白川信男　●西川産業（株）従
業員一同　●（株）陣屋工業　●（株）ア
シスト物流　●（株）アイキ　●（株）清
香苑　●可児金融協会　

ありがとうございました

▲  窯の前にて。
　 竹かごを炭にした作
品を持つ小池さん

▲ いろいろなものが炭に変身します。

　会社勤めの傍ら、自ら工夫を重ねたドラム缶の窯
で、炭作りに熱中している小池さん。
　今にある炭焼き小屋を訪ねると、木炭、竹炭のほ
か、どんぐり、みかん、竹細工でできたかごなど、
いろいろな種類の炭を見せていただけました。
　炭づくりを始めたきっかけは、定年後も続けられ
る趣味を探していた時に、炭でできた美しい花器を
雑誌で見て「自分も作ってみたいと思った」から。
県の森林文化アカデミーで炭作りの基礎を学び、5
年前に知人の協力を得て、炭焼き小屋を設けました。
　春里小学校の総合学習の講師として招かれ、子ど
も達に炭作りを教える活動もしています。
　「炭は脱臭剤など色々利用でき、使用した後に細
かく砕けば天然の土壌改良剤になる究極のリサイク
ル燃料。これからも、竹炭から芸術的なものまでい
ろいろな炭作りにチャレンジしたい」と話していた
だけました。

炭に魅せられて
小池 誠さん（塩河・54歳）

26

●応募資格　市内在住の人
● 応募方法　地域の行事や市内の風景、お子さんの写真などを撮影した
写真にコメントを一言添えて、住所・氏名・電話番号（お子さんの写真
の場合はお子さんの氏名、生年月日も）・撮影日・撮影場所を明記し、郵
送、電子メール、または直接応募してください。
● 掲載できないもの　市外の風景や、営利目的や政治団体・宗教的な写
真など。
★郵送は 〒509-0292 広見一丁目１番地 広報かに「みんなの写真館」係
★電子メールは…kouhou@city.kani.lg.jp
　（250キロバイト～1.5メガバイト程度で撮影）

宛
先

今渡南小学校

　今渡南小学校は、1908（明治41）年に創立された今渡小学
校を前進にもつ歴史のある学校です。昨年度、創立100周年
記念式典事業が行われました。
  広い校庭や農園、樹木園などの広大な敷地を生かし、食育・
自然体験学習やホタルの飼育活動（環境教育）など、特色あ
る教育活動を行っています。
  校庭の100本の桜は、樹齢も古く、植樹数は可児市内で一番
です。中でも素晴らしい広がりを見せる校門脇や校舎前の桜
は子どもたちや地域の人々の心を和ませる学校の宝物です。
  昭和60年から継続しているホタルの飼育活動は、地域の方
とＰＴＡ事業部、学校が一体となり1年を掛け採卵から幼虫
まで育てあげ、校庭のビオトープ（ホタル川、いまみ川）や
可児川に放流しています。初夏には校庭にホタルが舞います。
  また、児童会活動も盛んで、あいさつ活動に力を入れてい
ます。登校時の玄関では「いまみニコニコあいさつ隊」の元
気な声が響いています。

【場所】

5月に見頃のヒトツバタゴ

創　立：明治41年
生徒数：574人
学級数：20クラス
所在地：下恵土3433ー7
電　話：62－1366

次の皆さんから浄財などの
寄付がありました。（敬称略）

若葉台長坂線のコブシ並木（4月初旬）

ビオトープにホタルの幼虫を放流する児童たち


